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湿
潤
変
動
帯
に
あ
る
日
本
は
、
豪
雨
が
あ

り
地
震
も
生
じ
る
結
果
、
起
伏
の
大
き
な
国

土
に
な
っ
て
い
ま
す
。
宗
像
市
も
そ
の
環
境

下
に
あ
り
、
低
地
と
山
地
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

が
明
瞭
な
土
地
柄
に
な
っ
て
い
ま
す
。
『
新

修
宗
像
市
史 

う
み
・
や
ま
・
か
わ
―
地
理
・

自
然
―
』
で
は
、
そ
の
土
地
柄
を
地
形
区
分

図
と
し
て
紹
介
し
ま
し
た
。
お
お
よ
そ
、
作

ら
れ
た
時
代
の
古
い
順
に
対
応
さ
せ
、
高
い

方
か
ら
山
地
・
丘
陵
、
上
位
段
丘
、
下
位
段

丘
、
沖
積
低
地
、
微
高
地
、
旧
河
道
、
砂
丘
、

水
域
を
区
分
し
て
い
ま
す
。
ま
た
活
断
層
が

こ
れ
ら
を
切
断
す
る
姿
も
表
し
ま
し
た
。
ま

た
文
字
で
文
章
を
読
み
書
き
、
数
字
で
計
算

を
す
る
の
に
ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
を
使
う

が
如
く
、
地
理
空
間
情
報
で
空
間
を
読
み
分

析
し
、
地
図
表
現
す
る
た
め
に
今
日
Ｇ
Ｉ
Ｓ

（ G
eo

g
rap

h
ic In

fo
rm

atio
n

 S
ystem

）
が

使
わ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
取
り
扱

い
能
力
は
、
リ
テ
ラ
シ
ー
に
対
し
グ
ラ
フ
ィ

カ
シ
ー
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
『
新
修

宗
像
市
史 

う
み
・
や
ま
・
か
わ
―
地
理
・ 

     

自
然
―
』
で
は
、
そ
の
土
地
柄
を
Ｇ
Ｉ
Ｓ
で

分
析
し
た
標
高
や
傾
斜
の
地
形
量
の
特
徴

を
地
図
で
紹
介
し
ま
し
た
。
お
お
よ
そ
、
標

高

 

50  
 

ｍ
以
上
が
約

 

43  

％
で
、
傾
斜
６
度
以
上

が
約

 

60 

％
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
日
の
里
地

区
の
よ
う
に
山
地
・
丘
陵
を
改
変
し
造
成
さ

れ
た
住
宅
地
も
本
市
に
は
多
い
の
で
、
そ
の

地
形
改
変
量
も
地
図
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

 

     

地
形
区
分
と
地
形
量
で
紹
介
し
た
よ
う

に
、
本
市
に
は
様
々
な
要
因
で
生
ま
れ
た
凹

凸
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
凹
凸
は
移
動
の
障
壁

と
な
り
、
道
は
迂
回
（
う
か
い
）
し
た
り
、

そ
れ
を
貫
い
た
り
し
ま
す
。
貫
く
場
合
、
人

は
そ
こ
を
坂
道
と
呼
び
、
通
過
の
際
に
加
減

速
の
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
ま
す
。
こ
こ
で
は
地

形
の
魅
力
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
３
坂

を
紹
介
し
ま
す
。 

ま
ず
宮
田
峠
の
坂
道
で
す
。
実
際
街
道
を

歩
け
ば
、
安
全
で
通
過
し
や
す
い
地
形
が
経

路
に
選
ば
れ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。
唐

津
街
道
も
同
様
で
す
が
、
山
地
・
丘
陵
を
避

け
難
い
場
合
、
中
で
も
経
路
に
は
鞍
部
が
選

ば
れ
ま
す
。
自
由
ヶ
丘
に
あ
る
宮
田
峠
は
そ

の
典
型
で
す
が
、
峠
ま
で
は
沖
積
平
野
か
ら

上
位
段
丘
、
下
位
段
丘
を
通
過
す
る
急
な
坂

道
に
な
り
ま
す
。
こ
の
坂
道
を
西
に
下
る
際
、

登
り
の
ア
ク
セ
ル
の
ま
ま
で
は
下
り
始
め

に
、
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
の
よ
う
に
体
が

浮
き
上
が
る
感
覚
を
味
わ
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
十
分
に
減
速
し
て
通
過
す
る
こ
と
が

肝
要
で
す
が
。 

次
に
東
郷
橋
渋
滞
の
坂
道
で
す
。
ス
ー
パ

ー
や
役
所
に
所
用
が
あ
れ
ば
、
釣
川
に
架
か

る
東
郷
橋
を
渡
り
ま
す
。
そ
の
際
、
橋
に
接

近
す
る
手
前
で
か
す
か
な
坂
道
を
通
過
し

ま
す
が
、
そ
れ
が
沖
積
低
地
と
自
然
堤
防
間

の
坂
道
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
東
郷
橋
は
両

岸
堤
防
上
の
道
路
も
交
差
す
る
の
で
、
通
行

に
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
多
く
、
市
民
の
多

く
は
東
郷
橋
渋
滞
の
印
象
が
強
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

最
後
に
葉
山
の
坂
道
で
す
。
葉
山
地
区
は

南
に
山
地
・
丘
陵
を
擁
し
、
そ
こ
か
ら
北
へ

上
位
段
丘
、
下
位
段
丘
、
沖
積
低
地
が
交
互

に
延
び
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
を
東
西
に
貫
く

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
葉
山
通
り
が
設
置
さ

れ
た
結
果
、
坂
道
が
連
接
す
る
凹
凸
道
路
が

生
ま
れ
ま
し
た
。
自
由
ヶ
丘
か
ら
葉
山
に
達

し
、
そ
の
境
界
付
近
か
ら
東
方
を
望
め
ば
、

穏
や
か
な
陽
光
を
受
け
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の

明
瞭
な
ス
ト
リ
ー
ト
景
観
を
楽
し
め
ま
す
。

 

 

『
新
修
宗
像
市
史 

う
み
・
や
ま
・
か
わ

―
地
理
・
自
然
―
』
で
は
、
地
形
の
内
容
を

客
観
的
に
科
学
的
に
記
載
し
ま
し
た
が
、
見

方
次
第
で
は
市
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
の
中

で
、
楽
し
み
を
創
出
で
き
る
素
材
と
し
て
ご

活
用
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
い
ま
す
。 

（
自
然
部
会 

黒
木
貴
一
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坂
道
の
町
「
宗
像
」
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン 

～
『
新
修
宗
像
市
史
』
自
然
部
会
か
ら
～ 

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
地
形
の
捉
え
方 

地
形
に
対
応
し
た
宗
像
の 

坂
道
の
見
方 

（右上）宮田峠の急な坂道の景観 

（右下）東郷橋の緩やかな坂道の 

景観 

（左上）葉山の凹凸坂道の景観 
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